
 

軟包装パッケージングにおけるモノマテリアル化・  

環境配慮材料の開発／利用・リサイクル対応の動向と課題 
 

★軟包装などの複合フィルム包装及びプラスチック容器のリサイクル、グローバル市場動向と 

今後の課題とは？ 

 

★環境配慮材料を用いた軟包装パッケージングの取り組み、マテリアルリサイクル対応、また 

モノマテリアル化に対応した素材開発など、リサイクルの難しい軟包装に関し踏み込んだ内容！ 

 

★実際に採用するメーカーや先進的な環境対応メーカーの肉声も収録！ 

 

★軟包装の資源循環促進に向けた規制と技術開発動向なども抑えた軟包装材料の将来を把握 

するために必要な情報がコンパクトに詰まっています！ 
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